








小児心身症の増加は著しく,われわれの外来でも 5～10%を占め(図 1),入院の必要な例も少

なくなない。 

一般に小児心身症の定義,概念などについては,まだ若干のくい違いがみられ,統一的な見

解はないが,われわれの臨床経験によれば,本症発生の背景には,とくに親子関係の問題が

あるように思われるので,この点を解明して・小児心身症の発生防止に役立てたいと考えた。 


